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LOBO調査　景況天気予報

3 小松商工会議所［2019.4］

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。
【IT】
・インターネットで企業PRしたい。
【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

金 融 情 報
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査
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全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.5％

1.3％

166万人

（前月2.4％）

（10～12月期）

（前月159万人）

1.63倍

2.06倍

1.68倍

（前月1.63倍）

（前月2.19倍）［原数値]

（前月1.88倍）[原数値]

2.16倍 2.64倍 1.60倍 2.22倍 1.48倍

▲18.1

雇
用
情
報

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談

予約制

予約制
※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  4月4日、11日、18日、25日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前年同月比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先行見通し

 ▲8.5 ▲22.2 ▲9.8 ▲11.1

 ▲12.2 ▲18.6 ▲13.7 ▲27.9

 ▲23.1 ▲25.0 ▲19.4 ▲20.0

 ▲32.4 ▲13.3 ▲28.2 ▲26.7

 ▲15.6 ▲2.3 ▲10.5 ▲2.3
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1月

期間：2019年2月13日～19日　対象：全国の386商工会議所が3038企業にヒアリング

雇用情報／INFORMATION 経営相談窓口／景況天気予報

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成31年3月18日現在）

平成31年度（2月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 21　件

7,895万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

4　件

5,800万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 13　件

4,242万円

2　件
950万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

2　件

5,400万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

9　件

10,842万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分
ISICO石川県産業創出支援機構

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　産業振興部　産業情報課
 TEL：076-267-1001  E-mail：its@isico.or.jp

平成31年度出店者募集
公募期間：平成31年3月15日～4月26日

共に学びあい、売上アップをめざしませんか！
お店ばたけプラスは、石川県内の中小企業（個人事業者を含む）が運営するネットショップ、実店舗
誘導型ホームページを育成するインキュベーションモールです。
学びの場として、ネット活用に関する様々な情報提供が受けられます。
【出店者限定セミナー】 【交流会】 【メーリングリスト】 【ホームページドクターによる窓口相談】 等
詳細・お申込みは下記ＵＲＬをご確認ください。
 https://www.isico.or.jp/site/omiseplus/bosyu.html

いつも笑顔で３つの安心

安全・親切・スピーディー

（石川県公安委員認定 第90号）

法人会員の方には代行料金割引、ご予約による昼代行など特典を
ご用意しております。詳しくは当社までお電話下さい。

代行のご用命は当社まで！！

駅周辺から、お車を無料でお預かり致しております。

〜昼代行開始〜　　PM１４：００〜〜昼代行開始〜　　PM１４：００〜

〒923-0866　小松市白嶺町1-25　TEL0761-24-3031　fax0761-24-3059　

※ 待機台数　小松20台・加賀10台まで所有しております。※ 待機台数　小松20台・加賀10台まで所有しております。

お預かり台数40台まで可能です。

お 店 ば た け
ISHIKAWA+プラス

●詳しくは、
　小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121

記帳機械化
記帳機械化
委託事業所
募　集

■対象者（本所会員の後陣事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業は5名以下）
②年間所得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
（freee会計）への伝票入力のできる方
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 TEL：076-267-1001  E-mail：its@isico.or.jp

平成31年度出店者募集
公募期間：平成31年3月15日～4月26日

共に学びあい、売上アップをめざしませんか！
お店ばたけプラスは、石川県内の中小企業（個人事業者を含む）が運営するネットショップ、実店舗
誘導型ホームページを育成するインキュベーションモールです。
学びの場として、ネット活用に関する様々な情報提供が受けられます。
【出店者限定セミナー】 【交流会】 【メーリングリスト】 【ホームページドクターによる窓口相談】 等
詳細・お申込みは下記ＵＲＬをご確認ください。
 https://www.isico.or.jp/site/omiseplus/bosyu.html

いつも笑顔で３つの安心

安全・親切・スピーディー

（石川県公安委員認定 第90号）

法人会員の方には代行料金割引、ご予約による昼代行など特典を
ご用意しております。詳しくは当社までお電話下さい。

代行のご用命は当社まで！！

駅周辺から、お車を無料でお預かり致しております。

〜昼代行開始〜　　PM１４：００〜〜昼代行開始〜　　PM１４：００〜

〒923-0866　小松市白嶺町1-25　TEL0761-24-3031　fax0761-24-3059　

※ 待機台数　小松20台・加賀10台まで所有しております。※ 待機台数　小松20台・加賀10台まで所有しております。

お預かり台数40台まで可能です。

お 店 ば た け
ISHIKAWA+プラス

●詳しくは、
　小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121

記帳機械化
記帳機械化
委託事業所
募　集

■対象者（本所会員の後陣事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業は5名以下）
②年間所得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
（freee会計）への伝票入力のできる方



5 4小松商工会議所［2019.4］

INFORMATION

ハローワーク小松からのお知らせ

INFORMATION

アクサ生命保険株式会社
小松営業所  〒923-0801  石川県小松市園町二-1  小松商工会議所ビル1F  TEL 0761-24-4596

平
成
30
年
度

小
松
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
式

　
３
月
10
日（
日
）、
本
所
に
て
一
般
社

団
法
人
日
本
珠
算
連
盟
表
彰
規
程
に
基

づ
き
、
平
成
30
年
度
小
松
珠
算
連
盟
優

良
生
徒
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
連
盟
に
加
盟
す
る
珠
算

塾
に
お
い
て
、
１
年
以
上
の
皆
勤
者
や

他
の
生
徒
の
模
範
と
な
る
生
徒
に
日
本

珠
算
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、

本
年
度
は
17
名
が
表
彰
を
受
け
た
。

　
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

被
表
彰
者
17
名

被
表
彰
者
17
名

山
口
　
大
吾（
安
宅
小
）

南
　
　
虹
羽（
東
陵
小
）

萩
本
　
和
喜（
串
小
）

石
川
　
裕
基（
串
小
）

田
村
　
凛
子（
串
小
）

秦
臣
　
穂
香（
串
小
）

犬
塚
　
琳
奏（
中
海
小
）

長
部
　
陽
太（
苗
代
小
）

吉
中
　
美
来（
第
一
小
）

川
西
　
　
和（
苗
代
小
）

加
世
田
勇
翔（
矢
田
野
小
）

林
　
　
楽
翔（
苗
代
小
）

佐
藤
　
銀
汰（
第
一
小
）

西
野
　
亜
美（
辰
口
中
央
小
）

得
田
　
詩
織（
犬
丸
小
）

杉
山
　
一
華（
犬
丸
小
）

滝
岡
　
沙
詠（
国
府
小
）

平成31年度の雇用保険料率について 平成30年度から
変更ありません

◆ 2019年4月1日から2020年3月31日までの雇用保険料率は以下のとおりです。

●失業等給付の保険料率は、労働者
負担・事業主負担ともに引き続き
3/1,000です。
（農林水産・清酒製造の事業及び
建設の事業は4/1,000です。）

●雇用保険二事業の保険料率（事業
主のみ負担）も、引き続き
3/1,000です。
（建設の事業は4/1,000です。）

※園芸サービス、牛馬の育成、酪農、
養鶏、養豚、内水面養殖および特
定の船員を雇用する事業について
は一般の事業の率が適用されます。

平成31年度の雇用保険料率
負担者

事業の種類

①
労働者負担
（失業等給付の保険料率のみ）

②
事業主負担 失業等給付の

保険料率
雇用保険二事業
の保険料率

①＋②
雇用保険料率

 一般の事業 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000

 （30年度） 3/1,000 6/1,000 3/1,000 3/1,000 9/1,000

  農林水産※・ 清酒製造の事業 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

 （30年度） 4/1,000 7/1,000 4/1,000 3/1,000 11/1,000

 建設の事業 4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000

 （30年度） 4/1,000 8/1,000 4/1,000 4/1,000 12/1,000
（枠内の下段は平成30年度の雇用保険料率）

お世話になった先生と記念撮影

表彰状授与

外国人雇用サポートセンター設置!!
　平成31年4月1日から、本所は外国人を雇用している、または雇用を検討している事業所が
抱える様々な課題解決を目的にサポートセンターを設置します。入管法改正により、今後さらに外
国人労働者の雇用が増加していくことを見据え、他機関と連携して課題解決に向けたコーディネー
タの役割を担います。

連携機関連携機関 ①ハローワーク小松
②ミリオン協同組合(海外労働者派遣会社)
③「外国人サポートデスク」(小松市商工労働課)
④「外国人くらしの相談センター」(小松市国際交流協会)
⑤石川県行政書士会
⑥小松市雇用対策連絡会
⑦外国人雇用に関する関連支援機関

◆お問い合わせ 小松商工会議所  外国人雇用サポートセンター
 TEL：0761-21-3121
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平成30年度 通常議員総会・評議員会平成30年度 通常議員総会・評議員会

（単位：千円）

収入 支出
平成31年度

小松商工会議所収支予算

主
な
事
業
計
画

中
小
企
業
の
活
躍
サ
ポ
ー
ト

１ 

人
手
不
足
へ
の
対
応
事
業

❶
企
業
紹
介
ブ
ッ
ク
作
成（
未
来
創
造

事
業
）

❷
会
社
見
学
ツ
ア
ー（
未
来
創
造
事
業
）

①
実
業
高
校
向
け
会
社
見
学

②
高
校
生・大
学
生
向
け
会
社
見
学

❸
外
国
人
材
活
用
推
進

①
外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
設
置

②
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

③
外
国
人
活
躍
基
盤
支
援（
多
言

語
通
訳
機
活
用
）

❹
働
き
方
改
革

①
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

②
健
康
経
営
の
促
進

❺
人
づ
く
り
企
業
表
彰

❻
労
働
事
情
実
態
調
査

２ 

事
業
承
継
へ
の
対
応
事
業

❶
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

設
置

（
事
業
承
継
相
談・イ
シ
コ
に
よ
る

相
談
）

３ 

中
小
企
業
経
営
向
上
へ
の

　 

対
応
事
業

❶
消
費
税
軽
減
税
率
対
策

❷
生
産
性
向
上
支
援（
助
成
金
）

❸
創
業
者
支
援

❹
海
外
販
路
開
拓
支
援（
伴
走
型
小
規

模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
）

❺
経
営
計
画
作
成
支
援（
伴
走
型
小

規
模
事
業
者
支
援
推
進
）

❻
Ｉ
Ｔ
販
売
促
進

❼
新
製
品・新
技
術
開
発
支
援（
助
成

金
）

❽
経
営
革
新
設
備
支
援（
助
成
金
）

❾
経
営
講
習
会
開
催

10
制
度
融
資
の
斡
旋
及
び
指
導

11
小
規
模
零
細
企
業
向
け
制
度
融
資

の
利
子
補
給
の
実
施

12
移
住
創
業
者
利
子
補
給
事
業

13
記
帳
代
行
及
び
記
帳
継
続
指
導

14
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
の
連
絡
会

15
各
種
調
査
研
究・情
報
収
集
の
強
化

16
啓
発
用
施
策
物
の
普
及

17
再
生
事
業
転
換

18
企
業
ド
ッ
ク
推
進
事
業

19
地
域
産
業
活
性
化
事
業

20
商
店
街
活
性
化
支
援
事
業

21
ま
ち
な
か
交
流
活
性
化
支
援
事
業

22
小
松
青
色
申
告
会
と
の
連
携

地
方
創
生
の
実
現

１ 

地
域
資
源
の
活
用
事
業

❶
安
宅
新
名
物
開
発（
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
）

❷
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援（
助
成

金
）

❸
こ
ま
つ
地
美
絵
事
業

❹
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
事
業（
南

加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会
）

❺
産
業
観
光
推
進（
助
成
金
）

❻
地
域
活
性
化
支
援
事
業（
助
成
金
）

❼
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施

❽
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
発
信

２ 

公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
事
業

❶
産
学
連
携
海
外
研
修

❷
公
立
小
松
大
学
教
員
と
事
業
所
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ

❸
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

❹
こ
ま
つ
市
民
大
学
と
の
共
催
講
座

❺
公
立
小
松
大
学
教
員
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー

３ 

小
松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業

❶
海
外
経
済
視
察
派
遣（
委
員
会
合
同
）

❷
近
隣
ア
ジ
ア
経
済
交
流

❸
石
川
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
青
年
交
流

事
業

❹
国
内
・
国
際
線
拡
充
強
化
事
業（
推

進
協
負
担
金
）

❺
小
松
空
港
活
性
化
検
討
会

❻
加
賀
白
山
誘
客
分
空
港
関
連
負
担
金

❼
基
地
友
の
会
を
含
む
空
港
関
連
負

担
金

４ 

北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業

❶
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業

（
助
成
金
）

❷
小
松
能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議

❸
県
民
推
進
会
議
・
陳
情
要
望
他

５ 

青
少
年
育
成
支
援
事
業

❶
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合

の
実
施

❷
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
演
会
開
催

６ 

産
業
観
光
エ
キ
ス
ポ（
仮
称
）

　 

促
進
事
業

満
足
・
信
頼
さ
れ

期
待
さ
れ
る
商
工
会
議
所

１ 

基
地
立
地
商
工
会
議
所
全
国
連
絡

会
開
催
事
業（
広
域
交
流
事
業
）

２ 

そ
の
他
商
工
会
議
所
活
動
事
業

❶
議
員
・
評
議
員
改
選

❷
常
議
員
会
・
議
員
総
会
等
各
種
会

議
❸
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
充
実

❹
業
種
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
50
周
年
記

念
大
会

❺
新
入
会
員
の
募
集

❻
会
員
事
業
所
の
共
済
制
度
の
普
及

促
進

❼
加
賀
飛
騨
道
路
建
設
推
進

❽
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト

❾
こ
ま
つ
姫
御
前

10
コ
マ
ツ
オ
ー
プ
ン
支
援

11
遊
泉
寺
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
整
備

12
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
寄
付

13
ふ
る
さ
と
小
松
検
定

14
原
産
地
証
明
等
貿
易
証
明
の
発
給

15
小
松
商
工
祭

16
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
支
援

17
高
知
宿
毛
交
流

18
委
員
会
・
部
会
調
査
研
究
費
助
成

19
会
報
の
内
容
充
実

20
簿
記
・
福
祉
住
環
境
・
販
売
士
・
珠

算
等
の
各
種
検
定
の
普
及
促
進

21
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
の

実
施

22
会
員
大
会
等
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
23
法
定
台
帳
の
整
備

24
そ
の
他

•
日
本
商
工
会
議
所
・
石
川
県
商

工
会
議
所
連
合
会
等
と
の
連
携

•
小
松
市
・
市
議
会
お
よ
び
石
川

県
・
県
議
会
等
関
係
団
体
と
の
連

携
強
化

•
石
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
小

松
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置

•
石
川
県
・
小
松
市
・Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ・

金
融
機
関
と
の
連
携
強
化

•
職
員
の
資
質
向
上

３ 

商
工
会
議
所
会
館
の
管
理
運
営

❶
事
務
局
内
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

❷
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
能
維
持
工
事

❸
会
館
の
維
持
管
理
並
び
に
有
効
利

用
の
推
進

　
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

（
案
）で
は
、
国
、
県
、
市
の
支

援
策
を
活
用
し
、
特
に
現
在
課

題
と
な
っ
て
い
る
人
手
不
足
へ

の
対
応
や
、
事
業
承
継
へ
の
対

応
事
業
に
取
り
組
む
他
、
今
年

10
月
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
る
消

費
税
増
税
軽
減
税
率
対
策
事
業

等
に
も
取
り
組
み
、
中
小
企
業

事
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
経

営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

　
又
、
地
域
資
源
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
安
宅
の
新
名
物
開
発

や
こ
ま
つ
地
美
絵
、
南
加
賀
商

工
観
光
推
進
事
業
等
の
実
施
の

他
、
公
立
小
松
大
学
と
の
連
携

事
業
に
よ
り
、
地
域
力
の
強
化

に
努
め
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
２
０
２
３
年
３
月

の
北
陸
新
幹
線
県
内
全
線
開
業

効
果
を
高
め
る
為
の
事
業
や
小

松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業
、

或
い
は
産
業
観
光
エ
キ
ス
ポ
促

進
事
業（
仮
称
）を
推
進
す
る

他
、
青
少
年
育
成
支
援
事
業
等

の
実
施
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡

大
に
努
め
、
活
力
あ
る
地
域
経

済
を
目
指
し
て
い
く
。

挨拶する西会頭

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画（
案
）・一
般
会
計

ほ
か
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）な
ど
を
承
認

　
本
所
で
は
平
成
30
年
度
通
常
議
員
総
会
・
評
議
員
会

が
正
副
会
頭
、
議
員
、
評
議
員
ら
61
名
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画（
案
）、一
般
会

計
ほ
か
特
別
収
支
予
算（
案
）な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、

提
出
議
案
の
全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

3月18日

平
成
30
年
度

通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

一般会計

101,750

繰越金
6,000

事業収入
8,848

積立金
11,570 その他

2,920
その他
620

事業費
2,780

その他
1,210

積立金
取崩し収入
3,800

交付金
負担金
6,000

会費
60,740

事業収入
11,620

交付金
負担金
19,590

中小企業相談所会計

68,431

88,946

事業費
29,693

管理費
56,333

交付金
59,583

会館会計

39,850
42,939

事業費
21,800

管理費
20,519

事業収入
39,850

共済事業会計

47,851

38,905

管理費
34,915

事業収入
47,851

84,360

事業費
58,608

管理費
14,182
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平成30年度 通常議員総会・評議員会平成30年度 通常議員総会・評議員会

（単位：千円）

収入 支出
平成31年度

小松商工会議所収支予算

主
な
事
業
計
画

中
小
企
業
の
活
躍
サ
ポ
ー
ト

１ 

人
手
不
足
へ
の
対
応
事
業

❶
企
業
紹
介
ブ
ッ
ク
作
成（
未
来
創
造

事
業
）

❷
会
社
見
学
ツ
ア
ー（
未
来
創
造
事
業
）

①
実
業
高
校
向
け
会
社
見
学

②
高
校
生・大
学
生
向
け
会
社
見
学

❸
外
国
人
材
活
用
推
進

①
外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
設
置

②
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

③
外
国
人
活
躍
基
盤
支
援（
多
言

語
通
訳
機
活
用
）

❹
働
き
方
改
革

①
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

②
健
康
経
営
の
促
進

❺
人
づ
く
り
企
業
表
彰

❻
労
働
事
情
実
態
調
査

２ 

事
業
承
継
へ
の
対
応
事
業

❶
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

設
置

（
事
業
承
継
相
談・イ
シ
コ
に
よ
る

相
談
）

３ 

中
小
企
業
経
営
向
上
へ
の

　 

対
応
事
業

❶
消
費
税
軽
減
税
率
対
策

❷
生
産
性
向
上
支
援（
助
成
金
）

❸
創
業
者
支
援

❹
海
外
販
路
開
拓
支
援（
伴
走
型
小
規

模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
）

❺
経
営
計
画
作
成
支
援（
伴
走
型
小

規
模
事
業
者
支
援
推
進
）

❻
Ｉ
Ｔ
販
売
促
進

❼
新
製
品・新
技
術
開
発
支
援（
助
成

金
）

❽
経
営
革
新
設
備
支
援（
助
成
金
）

❾
経
営
講
習
会
開
催

10
制
度
融
資
の
斡
旋
及
び
指
導

11
小
規
模
零
細
企
業
向
け
制
度
融
資

の
利
子
補
給
の
実
施

12
移
住
創
業
者
利
子
補
給
事
業

13
記
帳
代
行
及
び
記
帳
継
続
指
導

14
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
の
連
絡
会

15
各
種
調
査
研
究・情
報
収
集
の
強
化

16
啓
発
用
施
策
物
の
普
及

17
再
生
事
業
転
換

18
企
業
ド
ッ
ク
推
進
事
業

19
地
域
産
業
活
性
化
事
業

20
商
店
街
活
性
化
支
援
事
業

21
ま
ち
な
か
交
流
活
性
化
支
援
事
業

22
小
松
青
色
申
告
会
と
の
連
携

地
方
創
生
の
実
現

１ 

地
域
資
源
の
活
用
事
業

❶
安
宅
新
名
物
開
発（
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
）

❷
６
次
産
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援（
助
成

金
）

❸
こ
ま
つ
地
美
絵
事
業

❹
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
事
業（
南

加
賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会
）

❺
産
業
観
光
推
進（
助
成
金
）

❻
地
域
活
性
化
支
援
事
業（
助
成
金
）

❼
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施

❽
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
発
信

２ 

公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
事
業

❶
産
学
連
携
海
外
研
修

❷
公
立
小
松
大
学
教
員
と
事
業
所
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ

❸
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

❹
こ
ま
つ
市
民
大
学
と
の
共
催
講
座

❺
公
立
小
松
大
学
教
員
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー

３ 

小
松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業

❶
海
外
経
済
視
察
派
遣（
委
員
会
合
同
）

❷
近
隣
ア
ジ
ア
経
済
交
流

❸
石
川
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
青
年
交
流

事
業

❹
国
内
・
国
際
線
拡
充
強
化
事
業（
推

進
協
負
担
金
）

❺
小
松
空
港
活
性
化
検
討
会

❻
加
賀
白
山
誘
客
分
空
港
関
連
負
担
金

❼
基
地
友
の
会
を
含
む
空
港
関
連
負

担
金

４ 

北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業

❶
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業

（
助
成
金
）

❷
小
松
能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議

❸
県
民
推
進
会
議
・
陳
情
要
望
他

５ 

青
少
年
育
成
支
援
事
業

❶
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合

の
実
施

❷
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
演
会
開
催

６ 

産
業
観
光
エ
キ
ス
ポ（
仮
称
）

　 

促
進
事
業

満
足
・
信
頼
さ
れ

期
待
さ
れ
る
商
工
会
議
所

１ 

基
地
立
地
商
工
会
議
所
全
国
連
絡

会
開
催
事
業（
広
域
交
流
事
業
）

２ 

そ
の
他
商
工
会
議
所
活
動
事
業

❶
議
員
・
評
議
員
改
選

❷
常
議
員
会
・
議
員
総
会
等
各
種
会

議
❸
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
充
実

❹
業
種
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
50
周
年
記

念
大
会

❺
新
入
会
員
の
募
集

❻
会
員
事
業
所
の
共
済
制
度
の
普
及

促
進

❼
加
賀
飛
騨
道
路
建
設
推
進

❽
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト

❾
こ
ま
つ
姫
御
前

10
コ
マ
ツ
オ
ー
プ
ン
支
援

11
遊
泉
寺
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
整
備

12
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
寄
付

13
ふ
る
さ
と
小
松
検
定

14
原
産
地
証
明
等
貿
易
証
明
の
発
給

15
小
松
商
工
祭

16
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
支
援

17
高
知
宿
毛
交
流

18
委
員
会
・
部
会
調
査
研
究
費
助
成

19
会
報
の
内
容
充
実

20
簿
記
・
福
祉
住
環
境
・
販
売
士
・
珠

算
等
の
各
種
検
定
の
普
及
促
進

21
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
の

実
施

22
会
員
大
会
等
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
23
法
定
台
帳
の
整
備

24
そ
の
他

•
日
本
商
工
会
議
所
・
石
川
県
商

工
会
議
所
連
合
会
等
と
の
連
携

•
小
松
市
・
市
議
会
お
よ
び
石
川

県
・
県
議
会
等
関
係
団
体
と
の
連

携
強
化

•
石
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
小

松
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置

•
石
川
県
・
小
松
市
・Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ・

金
融
機
関
と
の
連
携
強
化

•
職
員
の
資
質
向
上

３ 

商
工
会
議
所
会
館
の
管
理
運
営

❶
事
務
局
内
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

❷
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
能
維
持
工
事

❸
会
館
の
維
持
管
理
並
び
に
有
効
利

用
の
推
進

　
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

（
案
）で
は
、
国
、
県
、
市
の
支

援
策
を
活
用
し
、
特
に
現
在
課

題
と
な
っ
て
い
る
人
手
不
足
へ

の
対
応
や
、
事
業
承
継
へ
の
対

応
事
業
に
取
り
組
む
他
、
今
年

10
月
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
る
消

費
税
増
税
軽
減
税
率
対
策
事
業

等
に
も
取
り
組
み
、
中
小
企
業

事
業
者
や
小
規
模
事
業
者
の
経

営
安
定
を
図
っ
て
い
く
。

　
又
、
地
域
資
源
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
安
宅
の
新
名
物
開
発

や
こ
ま
つ
地
美
絵
、
南
加
賀
商

工
観
光
推
進
事
業
等
の
実
施
の

他
、
公
立
小
松
大
学
と
の
連
携

事
業
に
よ
り
、
地
域
力
の
強
化

に
努
め
て
い
く
。

　
そ
の
他
、
２
０
２
３
年
３
月

の
北
陸
新
幹
線
県
内
全
線
開
業

効
果
を
高
め
る
為
の
事
業
や
小

松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業
、

或
い
は
産
業
観
光
エ
キ
ス
ポ
促

進
事
業（
仮
称
）を
推
進
す
る

他
、
青
少
年
育
成
支
援
事
業
等

の
実
施
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡

大
に
努
め
、
活
力
あ
る
地
域
経

済
を
目
指
し
て
い
く
。

挨拶する西会頭

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画（
案
）・一
般
会
計

ほ
か
特
別
会
計
収
支
予
算（
案
）な
ど
を
承
認

　
本
所
で
は
平
成
30
年
度
通
常
議
員
総
会
・
評
議
員
会

が
正
副
会
頭
、
議
員
、
評
議
員
ら
61
名
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画（
案
）、一
般
会

計
ほ
か
特
別
収
支
予
算（
案
）な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、

提
出
議
案
の
全
て
が
承
認
さ
れ
た
。

3月18日

平
成
30
年
度

通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

一般会計

101,750

繰越金
6,000

事業収入
8,848

積立金
11,570 その他

2,920
その他
620

事業費
2,780

その他
1,210

積立金
取崩し収入
3,800

交付金
負担金
6,000

会費
60,740

事業収入
11,620

交付金
負担金
19,590

中小企業相談所会計

68,431

88,946

事業費
29,693

管理費
56,333

交付金
59,583

会館会計

39,850
42,939

事業費
21,800

管理費
20,519

事業収入
39,850

共済事業会計

47,851

38,905

管理費
34,915

事業収入
47,851

84,360

事業費
58,608

管理費
14,182
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2/272/27

　
本
所
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ャ

イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
西
　

俊
明
氏
を
講
師
に
迎
え「
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
35
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
、電
子

マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
需
要
の
拡
大
な
ど
、キ
ャッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
へ
の
対
応
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
や
、キ
ャッ
シ

ュ
レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
や
売
上
の
増
加
等
、事
業
者
へ

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
導
入
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
、参
考

に
な
っ
た
」「
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
る
こ
と

が
知
れ
て
良
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
あ
り
、セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
も
講

師
へ
個
別
に
質
問
が
あ
る
な
ど
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
た
。

中小企業相談所

2/212/21

小
松
能
美
地
区
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
地
区
内
の
青
年

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
促
進
を
目
的
に
、
小
松
能
美
地
区
農

業
青
年
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会
を
開
催
、
本
所
青
年
部
よ

り
５
名
が
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
団
体
の
代
表
よ
り
挨
拶
と
自
己
紹
介
を
行
っ
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
取
り
組
む
事
業
内
容
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
本
所
青
年
部
で
は
、
視
察
・
研
修
事
業
や
こ
ま
つ
ピ
ザ
出
展

事
業
、
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
へ
の
運
営
協
力
な
ど
を
紹
介
、
農
業
青

年
グ
ル
ー
プ
の
宮
本
会
長
よ
り
主
な
活
動
内
容
や
本
所
と
の
農
商

工
連
携
事
業
で
の
実
績
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

大
雪
で
倒
壊
し
た
ハ
ウ
ス
の
撤
去
支
援
の
実
績
を
発
表
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
業
種
や
世
代
の
垣
根
を
超
え
、
事
業
を

営
む
業
界
や
地
域
の
将
来
、
ま
た
各
団
体
が
担
う
役
割
に
つ
い
て

意
見
を
通
わ
せ
親
睦
を
図
っ
た
。

青年部2/222/22

平
成
31
年
度
税
制
改
正
の
概
要
と
は
？

　
本
所
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
理
事
・
産
業
政
策
第
一

部
長
の
荒
井
恒
一
氏
を
講
師
に
招
い
て「
平
成
31
年
度
税

制
改
正
の
概
要
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」と

題
し
た
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　
荒
井
氏
は
、
全
国
商
工
会
議
所
か
ら
の
税
制
要
望
活
動
を
基
に

で
き
た
平
成
31
年
度
税
制
改
正
と
し
て
、
中
小
企
業
向
け
設
備
投

資
減
税
の
延
長
・
拡
充
や
個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
税
制
の
創
設
、

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
対
応
の
他
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
税

制
措
置
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
尚
、
平
成
30
年
度
の
国
会
議
員
等
へ
の
陳
情
実
績
は
、「
日
商
・

東
商
役
員
に
よ
る
陳
情
73
回
」「
全
国
商
工
会
議
所
に
よ
る
陳
情
１

７
０
回（
１
５
０
人
）」と
な
っ
て
い
る
。

議員・評議員合同懇談会

2/262/26

平
成
31
年
度
の
産
業
施
策
に
つ
い
て

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
　
勉
）は
、
各
部
会
よ

り
36
名
の
参
加
の
も
と
、
ゲ
ス
ト
に
石
川
県
商
工
労
働
部
産

業
政
策
課
西
村
聡
課
参
事
と
小
松
市
産
業
未
来
部
商
工
労
働

課
山
本
直
樹
課
長
を
招
き
、「
平
成
31
年
度
の
産
業
施
策
に

つ
い
て
」と
題
し
、
産
業
施
策
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
西
村
課
参
事
よ
り
、国
、県
の
産
業
振
興
施
策
に
つ
い

て
、も
の
づ
く
り
補
助
金
や
省
エ
ネ
補
助
金
な
ど
の
各
種
補
助
金

や
、事
業
承
継
に
関
す
る
支
援
、外
国
人
受
入
れ
制
度
、Ａ
Ｉ・Ｉｏ

Ｔ
等
の
導
入
に
向
け
た
支
援
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
山
本
課
長
よ
り
、小
松
市
の
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
、外

国
人
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
開
設
や
産
業
競
争
力
強
化
費（
経
営
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
支
援
事
業
）の
拡
充
等
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。ま

た
、小
松
市
内
の
企
業
情
報
等
を
ア
プ
リ
で
発
信
し
、就
職
活
動
や

移
住
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、こ
ま
つ
く
ら
し
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ

に
つ
い
て
も
説
明
い
た
だ
い
た
。

産業政策委員会3/63/6

２
０
１
９
年
度
本
所
事
業
等
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
堀
　
伸
市
）は
会
議

を
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
本
所
事
業
計
画（
案
）等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
後
、
事
務
局
よ
り
２
０
１
９
年
度
本
所
の

重
点
事
業
を
含
め
た
事
業
計
画（
案
）や
、
収
支
予
算（
案
）に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
各
位
は
内
容
を
確
認
し

協
議
し
た
。

　
出
席
し
た
委
員
は
、
事
業
計
画（
案
）を
確
認
し
、
又
様
々
な

質
問
を
す
る
こ
と
で
次
年
度
の
事
業
に
関
す
る
認
識
を
よ
り一層

深
め
た
。

　
今
回
協
議
し
た
案
件
は
、
３
月
12
日（
火
）常
議
員
会
と
３
月

18
日（
月
）通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

総務企画委員会

2/282/28

ム
ダ
取
り
に
よ
る
生
産
性・利
益
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　
本
所
で
は
、
生
産
現
場
の
問
題
・
現
場
の
ム
ダ
等
を
改

善
し
た
い
方
を
対
象
に
㈱
ペ
ッ
ク
協
会
代
表
取
締
役
の
本

多
亨
氏
を
迎
え
、「
ム
ダ
取
り
に
よ
る
生
産
性
・
利
益
向

上
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
19
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で「
ム
ダ
と
は﹇
手
待
ち
の
ム
ダ
﹈﹇
運
搬
の
ム
ダ
﹈

﹇
在
庫
の
ム
ダ
﹈等
が
あ
る
」と
体
系
的
に
紹
介
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
行
い
、
中
盤
に
は
現
場
改
善
の
事
例
発

表
を
、
上
田
運
輸
㈱
の
西
出
常
務
と
コ
マ
ニ
ー
㈱
製
造
統
括
本
部

の
伴
場
工
場
長
が
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
登
壇
。
西
出
常
務
か
ら
は

「
カ
イ
ゼ
ン
は
、
本
当
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
行
っ
た
。」ま

た
伴
場
工
場
長
か
ら
は「
志
で
仕
事
は
変
わ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
革

命
を
行
う
こ
と
が
働
き
方
改
革
に
繋
が
る
」と
話
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
取
組
事
例
の
紹
介
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
取

組
み
の
過
程
等
も
掘
り
下
げ
て
、
第
二
弾
も
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て

欲
し
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

生産性向上セミナー

講師の本多 亨氏グループワークの様子

3/43/4

春
季
賃
金
交
渉
に
対
す
る
労
使
の
選
択
と
経
営
の
あ
り
方

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
南
加
賀
地
区

委
員
会
と
共
催
で
春
季
賃
金
問
題
講
演
会
を
開
催
し
、

18
人
が
出
席
し
た
。
講
師
は（
一
社
）東
京
経
営
者
協
会
顧

問
の
大
久
保
　
力
氏
を
招
い
た
。

　
講
演
会
で
は
労
使
交
渉・協
議
の
役
割
は
社
会
の
変
化
と
と
も
に
企

業
の
発
展
と
従
業
員
の
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
に
変
化
し
て
お
り
、こ

れ
か
ら
の
企
業
経
営
の
あ
り
方
は
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
を
基
本
と

し
て
、①
時
代
の
流
れ
を
見
定
め
る
②
働
き
方
改
革
の
実
践
③
全
員
経

営
の
意
識
を
も
つ
④
Ａ
Ｉ
、Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
利・活
用
⑤
教
育
に
投
資
し
、デ

ジ
タ
ル
時
代
の
技
術
者
と
管
理
者
教
育
を
行
な
う
こ
と
を
上
げ
た
。

　
賃
金
交
渉
の
争
点
と
し
て
、
付
加
価
値
生
産
性
を
重
視
し
、
賃
上

げ
は
経
営
者
が
経
営
の
継
続
や
利
益
、
雇
用
の
確
保
な
ど
将
来
へ
の

保
障
の
表
明
で
あ
り
、
労
働
側
は
企
業
へ
協
力
す
る
意
思
表
示
で
あ

る
。
こ
の
相
互
信
頼
関
係
の
合
意
な
し
に
賃
上
げ
は
な
い
と
締
め
く

く
っ
た
。

春季賃金問題講演会

講師の大久保 力氏講演会の様子

3/53/5

小
松
の
魅
力
を
ア
プ
リ
で
発
信

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
　
浩
）は
、
小
松
市

産
業
未
来
部
次
長
兼
商
工
労
働
課
長
の
山
本
直
樹
氏
を
迎
え
、

こ
ま
つ
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ「
こ
ま
つ
の
く
ら
シ
ゴ

ト
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
は
じ
め
に
、小
松
市
の
現
状
と
今
後
小
松
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、ア
プ
リ
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
無
料
で
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
、S
N
S
の
よ
う
な
形
で
小
松
市
内
の
企
業
の
仕
事
内
容
や
職
場
風

景
の
情
報
を
手
軽
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、県
外
に
い
る
大
学

生
に
も
企
業
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、企
業
側
は
社
員
の
活
躍
の
様
子
や
働
き
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ

と
等
企
業
の
魅
力
や
情
報
を
随
時
投
稿
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
松
市
は
今
後
、国
･
県
･
大
学
や
企
業
等
と
連
携
し
、全
国
の
学

生
ら
に
向
け
て
、無
料
の
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け
る
予
定

で
あ
る
。

　
講
話
終
了
後
に
、平
成
30
年
事
業
報
告・決
算
報
告
、２
０
１
９
年
事

業
計
画
に
つ
い
て
委
員
会
に
て
審
議
し
了
承
さ
れ
た
。

観光文化委員会

挨拶する中嶋委員長山本直樹次長

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
向
け
て

ジャイロ総合コンサルティング㈱
コンサルタント 西 俊明氏セミナーの様子

宮本会長より説明を受ける両団体で記念撮影講師の荒井恒一氏説明を受ける議員・評議員

堀 伸市委員長会議の様子 石川県の西村課参事小松市の山本課長
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2/272/27

　
本
所
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ジ
ャ

イ
ロ
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
西
　

俊
明
氏
を
講
師
に
迎
え「
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
35
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、急
増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
、電
子

マ
ネ
ー
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
需
要
の
拡
大
な
ど
、キ
ャッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
へ
の
対
応
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
や
、キ
ャッ
シ

ュ
レ
ス
化
に
よ
る
経
費
削
減
効
果
や
売
上
の
増
加
等
、事
業
者
へ

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
受
講
者
か
ら
は「
導
入
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
、参
考

に
な
っ
た
」「
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
も
様
々
な
種
類
が
あ
る
こ
と

が
知
れ
て
良
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
あ
り
、セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
も
講

師
へ
個
別
に
質
問
が
あ
る
な
ど
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
関
心
の
高

さ
が
伺
え
た
。

中小企業相談所

2/212/21

小
松
能
美
地
区
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
地
区
内
の
青
年

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
促
進
を
目
的
に
、
小
松
能
美
地
区
農

業
青
年
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
会
を
開
催
、
本
所
青
年
部
よ

り
５
名
が
参
加
し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
各
団
体
の
代
表
よ
り
挨
拶
と
自
己
紹
介
を
行
っ
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
取
り
組
む
事
業
内
容
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
本
所
青
年
部
で
は
、
視
察
・
研
修
事
業
や
こ
ま
つ
ピ
ザ
出
展

事
業
、
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
へ
の
運
営
協
力
な
ど
を
紹
介
、
農
業
青

年
グ
ル
ー
プ
の
宮
本
会
長
よ
り
主
な
活
動
内
容
や
本
所
と
の
農
商

工
連
携
事
業
で
の
実
績
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

大
雪
で
倒
壊
し
た
ハ
ウ
ス
の
撤
去
支
援
の
実
績
を
発
表
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
談
で
は
、
業
種
や
世
代
の
垣
根
を
超
え
、
事
業
を

営
む
業
界
や
地
域
の
将
来
、
ま
た
各
団
体
が
担
う
役
割
に
つ
い
て

意
見
を
通
わ
せ
親
睦
を
図
っ
た
。

青年部2/222/22

平
成
31
年
度
税
制
改
正
の
概
要
と
は
？

　
本
所
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
理
事
・
産
業
政
策
第
一

部
長
の
荒
井
恒
一
氏
を
講
師
に
招
い
て「
平
成
31
年
度
税

制
改
正
の
概
要
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
」と

題
し
た
議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

　
荒
井
氏
は
、
全
国
商
工
会
議
所
か
ら
の
税
制
要
望
活
動
を
基
に

で
き
た
平
成
31
年
度
税
制
改
正
と
し
て
、
中
小
企
業
向
け
設
備
投

資
減
税
の
延
長
・
拡
充
や
個
人
事
業
者
の
事
業
承
継
税
制
の
創
設
、

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
対
応
の
他
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
税

制
措
置
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
尚
、
平
成
30
年
度
の
国
会
議
員
等
へ
の
陳
情
実
績
は
、「
日
商
・

東
商
役
員
に
よ
る
陳
情
73
回
」「
全
国
商
工
会
議
所
に
よ
る
陳
情
１

７
０
回（
１
５
０
人
）」と
な
っ
て
い
る
。

議員・評議員合同懇談会

2/262/26

平
成
31
年
度
の
産
業
施
策
に
つ
い
て

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
　
勉
）は
、
各
部
会
よ

り
36
名
の
参
加
の
も
と
、
ゲ
ス
ト
に
石
川
県
商
工
労
働
部
産

業
政
策
課
西
村
聡
課
参
事
と
小
松
市
産
業
未
来
部
商
工
労
働

課
山
本
直
樹
課
長
を
招
き
、「
平
成
31
年
度
の
産
業
施
策
に

つ
い
て
」と
題
し
、
産
業
施
策
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　
は
じ
め
に
西
村
課
参
事
よ
り
、国
、県
の
産
業
振
興
施
策
に
つ
い

て
、も
の
づ
く
り
補
助
金
や
省
エ
ネ
補
助
金
な
ど
の
各
種
補
助
金

や
、事
業
承
継
に
関
す
る
支
援
、外
国
人
受
入
れ
制
度
、Ａ
Ｉ・Ｉｏ

Ｔ
等
の
導
入
に
向
け
た
支
援
等
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
山
本
課
長
よ
り
、小
松
市
の
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
、外

国
人
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
開
設
や
産
業
競
争
力
強
化
費（
経
営
モ

デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
支
援
事
業
）の
拡
充
等
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
。ま

た
、小
松
市
内
の
企
業
情
報
等
を
ア
プ
リ
で
発
信
し
、就
職
活
動
や

移
住
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、こ
ま
つ
く
ら
し
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ

に
つ
い
て
も
説
明
い
た
だ
い
た
。

産業政策委員会3/63/6

２
０
１
９
年
度
本
所
事
業
等
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
堀
　
伸
市
）は
会
議

を
開
催
し
、
２
０
１
９
年
度
本
所
事
業
計
画（
案
）等
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　
堀
委
員
長
の
挨
拶
後
、
事
務
局
よ
り
２
０
１
９
年
度
本
所
の

重
点
事
業
を
含
め
た
事
業
計
画（
案
）や
、
収
支
予
算（
案
）に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
各
位
は
内
容
を
確
認
し

協
議
し
た
。

　
出
席
し
た
委
員
は
、
事
業
計
画（
案
）を
確
認
し
、
又
様
々
な

質
問
を
す
る
こ
と
で
次
年
度
の
事
業
に
関
す
る
認
識
を
よ
り一層

深
め
た
。

　
今
回
協
議
し
た
案
件
は
、
３
月
12
日（
火
）常
議
員
会
と
３
月

18
日（
月
）通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

総務企画委員会

2/282/28

ム
ダ
取
り
に
よ
る
生
産
性・利
益
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　
本
所
で
は
、
生
産
現
場
の
問
題
・
現
場
の
ム
ダ
等
を
改

善
し
た
い
方
を
対
象
に
㈱
ペ
ッ
ク
協
会
代
表
取
締
役
の
本

多
亨
氏
を
迎
え
、「
ム
ダ
取
り
に
よ
る
生
産
性
・
利
益
向

上
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
19
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で「
ム
ダ
と
は﹇
手
待
ち
の
ム
ダ
﹈﹇
運
搬
の
ム
ダ
﹈

﹇
在
庫
の
ム
ダ
﹈等
が
あ
る
」と
体
系
的
に
紹
介
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
行
い
、
中
盤
に
は
現
場
改
善
の
事
例
発

表
を
、
上
田
運
輸
㈱
の
西
出
常
務
と
コ
マ
ニ
ー
㈱
製
造
統
括
本
部

の
伴
場
工
場
長
が
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
登
壇
。
西
出
常
務
か
ら
は

「
カ
イ
ゼ
ン
は
、
本
当
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
行
っ
た
。」ま

た
伴
場
工
場
長
か
ら
は「
志
で
仕
事
は
変
わ
る
。
モ
ノ
づ
く
り
革

命
を
行
う
こ
と
が
働
き
方
改
革
に
繋
が
る
」と
話
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
取
組
事
例
の
紹
介
は
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
取

組
み
の
過
程
等
も
掘
り
下
げ
て
、
第
二
弾
も
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て

欲
し
い
」な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

生産性向上セミナー

講師の本多 亨氏グループワークの様子

3/43/4

春
季
賃
金
交
渉
に
対
す
る
労
使
の
選
択
と
経
営
の
あ
り
方

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
南
加
賀
地
区

委
員
会
と
共
催
で
春
季
賃
金
問
題
講
演
会
を
開
催
し
、

18
人
が
出
席
し
た
。
講
師
は（
一
社
）東
京
経
営
者
協
会
顧

問
の
大
久
保
　
力
氏
を
招
い
た
。

　
講
演
会
で
は
労
使
交
渉・協
議
の
役
割
は
社
会
の
変
化
と
と
も
に
企

業
の
発
展
と
従
業
員
の
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
に
変
化
し
て
お
り
、こ

れ
か
ら
の
企
業
経
営
の
あ
り
方
は
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン
を
基
本
と

し
て
、①
時
代
の
流
れ
を
見
定
め
る
②
働
き
方
改
革
の
実
践
③
全
員
経

営
の
意
識
を
も
つ
④
Ａ
Ｉ
、Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
利・活
用
⑤
教
育
に
投
資
し
、デ

ジ
タ
ル
時
代
の
技
術
者
と
管
理
者
教
育
を
行
な
う
こ
と
を
上
げ
た
。

　
賃
金
交
渉
の
争
点
と
し
て
、
付
加
価
値
生
産
性
を
重
視
し
、
賃
上

げ
は
経
営
者
が
経
営
の
継
続
や
利
益
、
雇
用
の
確
保
な
ど
将
来
へ
の

保
障
の
表
明
で
あ
り
、
労
働
側
は
企
業
へ
協
力
す
る
意
思
表
示
で
あ

る
。
こ
の
相
互
信
頼
関
係
の
合
意
な
し
に
賃
上
げ
は
な
い
と
締
め
く

く
っ
た
。

春季賃金問題講演会

講師の大久保 力氏講演会の様子

3/53/5

小
松
の
魅
力
を
ア
プ
リ
で
発
信

　
本
所
観
光
文
化
委
員
会（
委
員
長
：
中
嶋
　
浩
）は
、
小
松
市

産
業
未
来
部
次
長
兼
商
工
労
働
課
長
の
山
本
直
樹
氏
を
迎
え
、

こ
ま
つ
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ「
こ
ま
つ
の
く
ら
シ
ゴ

ト
」に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
は
じ
め
に
、小
松
市
の
現
状
と
今
後
小
松
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、ア
プ
リ
事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
無
料
で
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
、S
N
S
の
よ
う
な
形
で
小
松
市
内
の
企
業
の
仕
事
内
容
や
職
場
風

景
の
情
報
を
手
軽
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、県
外
に
い
る
大
学

生
に
も
企
業
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、企
業
側
は
社
員
の
活
躍
の
様
子
や
働
き
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ

と
等
企
業
の
魅
力
や
情
報
を
随
時
投
稿
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
松
市
は
今
後
、国
･
県
･
大
学
や
企
業
等
と
連
携
し
、全
国
の
学

生
ら
に
向
け
て
、無
料
の
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け
る
予
定

で
あ
る
。

　
講
話
終
了
後
に
、平
成
30
年
事
業
報
告・決
算
報
告
、２
０
１
９
年
事

業
計
画
に
つ
い
て
委
員
会
に
て
審
議
し
了
承
さ
れ
た
。

観光文化委員会

挨拶する中嶋委員長山本直樹次長

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
向
け
て

ジャイロ総合コンサルティング㈱
コンサルタント 西 俊明氏セミナーの様子

宮本会長より説明を受ける両団体で記念撮影講師の荒井恒一氏説明を受ける議員・評議員

堀 伸市委員長会議の様子 石川県の西村課参事小松市の山本課長
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3/123/12常議員会

3/6・73/6・7

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

　
本
所
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り

組
み
方
を
学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
２
日
間
の
日
程
で
開

催
し
、
市
内
の
事
業
所
市
内
事
業
所
12
社
よ
り
21
名
が
参
加

し
た
。

　
講
師
は
、
㈱office

・CanD
o

の
代
表
取
締
役
宮
永
満
祐
美
氏
と
甲

楽
城
一
夫
氏
が
務
め
た
。

　
1
日
目
は
①
基
本
行
動
と
挨
拶
・
お
じ
ぎ
の
仕
方
②
敬
語
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
電
話
応
対
の
マ
ナ
ー
④
来
客
に
対
す

る
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

　
2
日
目
は
⑤
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動
⑥
仕
事
を
通
し

て
成
長
し
よ
う
⑦
職
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
⑧
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
：
目
指
す
社
会
人
　
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
受
講
生
は
真
剣
な
態
度
で
講
義
に
臨
み
、
実
際
の
会
社
を
想
定
し
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
体
験
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
意
見
交
換
を
す

る
な
ど
互
い
に
研
鑽
し
合
っ
た
。
終
了
後
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

不
安
を
払
拭
し
、
社
会
人
と
し
て
前
向
き
に
ス
タ
ー
ト
で
き
そ
う
だ
と

の
コ
メ
ン
ト
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

新入社員教育講座

講師の宮永満祐美氏講義の様子

3/13・143/13・14小松空港国際化推進協議会
小松空港活用型ビジネス展開推進プロジェクト委員会

平
成
30
年
度 

遠
東
百
貨
店（
台
湾
）と
の
個
別
商
談
会・

北
陸
物
産
テ
ス
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
開
催
!!

　
小
松
空
港
国
際
化
推
進
協
議
会
　
小
松
空
港
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会（
委
員
長
：
上
田
　
真
）は
、
３

月
13
日（
水
）〜
14
日（
木
）、
小
松
空
港
内
に
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
開
拓
す
る
た
め
遠
東
百
貨
店（
台
湾
）と
の
個
別
商
談

会
・
北
陸
物
産
テ
ス
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
た
。

　
石
川・福
井
県
内
の
伝
統
工
芸
や
食
品
等
、36
社
が
商
談
会
に
参
加
。北
陸

物
産
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
12
社
が
出
展
し
、商
談・物
産
販
売
を
行
っ
た
。

同
商
談
会
は
、２
０
１
９
年
11
月
初
旬
、台
湾
台
中
の
遠
東
百
貨
店
に
て（
仮

称
）北
陸
物
産
展
へ
の
出
展
を
目
指
し
、各
企
業
が
商
品
を
売
り
込
ん
だ
。

　
ま
た
、北
陸
物
産
テ
ス
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、石
川・福
井
県
内
の
企
業
が
同
空
港
内
に
て
物
産
展
を
行
っ
た
。

　
遠
東
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
は「
北
陸
に
は
、魅
力
的
な
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

る
。台
湾
で
人
気
が
出
る
商
品
も
多
い
。秋
の
物
産
展
が
楽
し
み
だ
」と
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。商
談
会・物
産
展
出
展
企
業
か
ら
は「
台
湾
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。今
後
海
外
進
出
を
視
野
に
入
れ
て

行
き
た
い
」と
今
後
の
事
業
展
開
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

3/8・93/8・9

全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎
に
集
う

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
た
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
38
回
全
国
大
会
日

本
の
ひ
な
た
み
や
ざ
き
大
会
に
５
名
が
参
加
し
た
。

　
本
大
会
は
、大
会
コ
ン
セ
プ
ト
に「
未
来
を
襷
に
込
め
て
」を
掲
げ

て
開
催
、６
，７
４
４
名
の
参
加
登
録
が
あ
り
、開
催
期
間
中
、全
国

各
地
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎
市
に
集
っ
た
。

　
８
日
に
は
、
会
員
総
会
や
大
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
９
日
の
記
念

式
典
で
は
内
田
茂
伸
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
の
挨
拶
の
後
、
三
村
明
夫

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
が
挨
拶
し
、
日

本
経
済
や
地
域
社
会
に
あ
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　
記
念
式
典
に
続
き
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
各
委
員
会
事
業
の
報
告
・
発

表
、
明
治
大
学
教
授
の
齋
藤
孝
氏
を
招
い
て
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。
次
年
度
の
全
国
大
会
は
、
２
月
20
〜
22
日
に
静
岡
県
沼
津

市
で
開
催
さ
れ
る
。

青年部

3/93/9

高
校
生
20
名
が
会
社
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加

　
本
所
で
は
、
４
事
業
所
を
見
学
す
る
会
社
見
学
ツ
ア
ー

を
開
催
し
、
小
松
商
業
高
等
学
校
と
大
聖
寺
実
業
高
等

学
校
の
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
約
20
名
が
参
加
し
た
。

　
会
社
見
学
ツ
ア
ー
は
①
㈱
北
研
精
機
　
②
ニ
シ・ウ
エ
ル
ネ
ス
㈱

　
③
㈱
板
尾
鉄
工
所
　
④
帝
人
加
工
糸
㈱
の
４
事
業
所
を
順
番
に

見
学
し
た
。各
事
業
所
で
は
、事
業
所
の
紹
介
や
業
界
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、製
造
現
場
や
介
護
施
設
の
現
場
な
ど
実
際
の
仕

事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。見
学
後
の

質
疑
応
答
で
は
、生
徒
達
か
ら
積
極
的
に
質
問
が
あ
り
、事
業
所
の

担
当
者
か
ら
親
切
な
応
答
を
受
け
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、「
小
さ
な
会
社
の
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。」「
女
性
の
多
い
職
場
で
親
し
み
や
す
か
っ

た
。」「
実
際
の
現
場
を
見
て
ど
ん
な
仕
事
な
の
で
実
感
で
き
た
」な

ど
見
学
し
て
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
仕
事
や
会
社
の
こ
と
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

会社見学ツアー

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研

修
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
・
祝 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

●
休
館
日
　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

　※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内
　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、駐
車
場
80
台
、冷
暖
房

完
備

●
料
金
・
申
し
込
み
　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）　
当
施
設
の
駐
車
台
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
お
車
を
乗

り
合
わ
せ
て
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

小松商工会議所 事業課 会館係 ☎0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.or.jp/

問　い
合わせ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

＊
貸
会
議
室
の
ご
案
内
＊

3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

「
広
域
連
携
で
価
値
を
生
む

キ
ー
ワ
ー
ド
は『
三
方
よ
し
』」

　
滋
賀
県
東
近
江
市
の
八
日
市
本
町
商
店
街
の
一

角
に「
楓
江
庵（
ふ
う
こ
う
あ
ん
）」と
い
う
海
鮮
居

酒
屋
が
あ
り
ま
す
。新
鮮
な
サ
バ
や
伊
勢
エ
ビ
、貝

な
ど
の
魚
介
類
と
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
が

人
気
を
呼
び
、連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
居
酒
屋
は
、東
近
江
市
と
隣
接
す
る
三
重
県

南
伊
勢
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
商
社
が
連
携
し
て

企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
南
伊
勢
町
は
そ
の
名
の
通
り
伊
勢
神
宮
が
あ
る

伊
勢
半
島
の
南
に
位
置
し
た
漁
業
と
農
業
を
中
心

と
す
る
人
口
１
万
５
０
０
０
人
ほ
ど
の
ま
ち
で
す
。

日
本
有
数
の
サ
バ
の
水
揚
げ
を
誇
る
漁
港
が
あ
り
、

タ
イ
や
マ
グ
ロ
、小
ぶ
り
の
ホ
タ
テ
の
よ
う
な
ヒ
オ

ウ
ギ
貝
な
ど
の
養
殖
も
盛
ん
で
す
。

　
一
方
の
東
近
江
市
は
、琵
琶
湖
の
南
岸
に
位
置
し
、

京
都
ま
で
電
車
で
１
時
間
程
度
と
い
う
利
便
性
か

ら
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
徐
々
に
増
え
続
け

て
い
る
地
域
で
す
。ま
た
、近
畿
地
方
で
最
も
耕
作

地
の
面
積
が
大
き
い
農
業
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　
東
近
江
市
と
南
伊
勢
町
は
車
で
２
時
間
強
の
距

離
で
す
が
、行
政
区
分
は
滋
賀
県
と
三
重
県
の
二
つ

に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。楓
江
庵
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
い
わ
ゆ
る
広
域
連
携
の
事
業
で
す
。人
口
が
増

え
て
い
る〝
海
な
し
県
〞の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
、近
く

の
漁
港
の
ま
ち
か
ら
新
鮮
な
魚
介
類
を
運
び
、単
に

消
費
地
に
卸
売
り
す
る
だ
け
で
な
く
、付
加
価
値

を
高
め
て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。実
は
、

楓
江
庵
で
提
供
さ
れ
る
サ
バ
ず
し
や
シ
メ
サ
バ
、ア

ジ
フ
ラ
イ
な
ど
の
加
工
は
南
伊
勢
町
に
つ
く
ら
れ

た
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、南
伊
勢
町
に
も
新
た
な
雇
用
を
創
出

す
る
事
業
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
東
近
江
市
の
楓
江
庵
で
も
居
酒
屋
の
業
務
と
し

て
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
し
、シ
ャ
ッ
タ

ー
が
目
立
つ
商
店
街
に
新
し
い
名
物
店
舗
が
誕
生

す
る
こ
と
で
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。海
な
し
県
に
あ
り
な
が
ら
、漁
港
に
直
結
し

た
お
店
で
新
鮮
な
魚
介
料
理
と
地
元
の
野
菜
料
理

が
食
べ
ら
れ
、消
費
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
に
は
広
域
連
携
事
業
で
必
要
な
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
、そ
れ
ぞ
れ
に
ビ

ジ
ネ
ス
と
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
と
い
う
要
素

が
全
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。何
よ
り
も
こ
の
モ
デ
ル

が
持
続
す
る
た
め
に
必
要
な「
消
費
者
の
満
足
」を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
実
は
楓
江
庵
の
事
業
に
入
る
前
に
、南
伊
勢
町

の
地
域
商
社・み
な
み
い
せ
商
会
は
行
政
と
連
携
し

て
、自
分
た
ち
が
提
供
で
き
る
魚
介
の
種
類
と
価
格

を
こ
の
地
域
の
消
費
者
が
本
当
に
支
持
し
て
く
れ

る
の
か
時
間
を
か
け
て
検
証
し
て
い
ま
す
。シ
ョッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
中
で
、一
時
的
に
お
店
を
何
度
も

出
店
し
、ど
の
よ
う
な
種
類
の
魚
介
に
人
気
が
集
ま

る
の
か
、ど
の
よ
う
な
加
工
を
す
れ
ば
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
の
か
を
調
べ
た
の
で
す
。そ
し
て
、地
域

の
消
費
者
の
食
の
嗜
好(

し
こ
う)

の
情
報
に
基
づ
い

て
、楓
江
庵
の
メ
ニ
ュ
ー
や
調
理
法
を
決
め
て
い
っ

た
の
で
す
。

　
全
国
各
地
で
広
域
連
携
の
試
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
れ
を
持
続
的
に
成
立
さ
せ
る
の
は
、消
費
者
の
満

足
で
あ
る
こ
と
を
楓
江
庵
の
事
例
は
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　
　
　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
ラ
ボ

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
修
士
課
程
修
了
。

同
年
、日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経
ト
レ
ン

デ
ィ
な
ど
経
営
分
野
、コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を

経
て
現
職
。全
国
各
地
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た
め
の

講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
。著
書
に『
地
方
発

ヒ
ッ
ト
を
生
む
逆
算
発
想
の
も
の
づ
く
り
』。

◀　●　■

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

会員総会会場にて次年度開催地PR

質問する生徒製造現場で説明を受ける生徒達西正次会頭審議する常議員

２
０
１
９
年
度
に
向
け
て

事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
を
審
議

　
本
所
で
は
、正
副
会
頭・常
議
員・監
事
出
席
の
も
と
常

議
員
会
を
開
催
し
、２
０
１
９
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
の
本
所
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
目
的
と
し
た
前
年
度
事
業
を
継
続
し

つ
つ
も
新
規
事
業
と
し
て
、
外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設

置
や
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
と
い
っ
た
外
国
人
材
活
用
推
進
事

業
、
人
材
育
成
に
秀
で
て
い
る
企
業
を
表
彰
す
る
人
づ
く
り
企

業
表
彰
事
業
等
人
手
不
足
へ
の
対
応
事
業
を
推
進
し
て
ゆ
く
。

　
提
出
し
た
議
案
の
全
て
が
承
認
さ
れ
、
３
月
18
日
開
催
の
通

常
議
員
総
会
の
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
た
。

商談会の様子北陸物産アンテナショップの様子
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3/123/12常議員会

3/6・73/6・7

社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

　
本
所
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り

組
み
方
を
学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
２
日
間
の
日
程
で
開

催
し
、
市
内
の
事
業
所
市
内
事
業
所
12
社
よ
り
21
名
が
参
加

し
た
。

　
講
師
は
、
㈱office

・CanD
o

の
代
表
取
締
役
宮
永
満
祐
美
氏
と
甲

楽
城
一
夫
氏
が
務
め
た
。

　
1
日
目
は
①
基
本
行
動
と
挨
拶
・
お
じ
ぎ
の
仕
方
②
敬
語
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
③
電
話
応
対
の
マ
ナ
ー
④
来
客
に
対
す

る
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

　
2
日
目
は
⑤
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動
⑥
仕
事
を
通
し

て
成
長
し
よ
う
⑦
職
場
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
⑧
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
：
目
指
す
社
会
人
　
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
受
講
生
は
真
剣
な
態
度
で
講
義
に
臨
み
、
実
際
の
会
社
を
想
定
し
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
体
験
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
意
見
交
換
を
す

る
な
ど
互
い
に
研
鑽
し
合
っ
た
。
終
了
後
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

不
安
を
払
拭
し
、
社
会
人
と
し
て
前
向
き
に
ス
タ
ー
ト
で
き
そ
う
だ
と

の
コ
メ
ン
ト
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

新入社員教育講座

講師の宮永満祐美氏講義の様子

3/13・143/13・14小松空港国際化推進協議会
小松空港活用型ビジネス展開推進プロジェクト委員会

平
成
30
年
度 

遠
東
百
貨
店（
台
湾
）と
の
個
別
商
談
会・

北
陸
物
産
テ
ス
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
開
催
!!

　
小
松
空
港
国
際
化
推
進
協
議
会
　
小
松
空
港
活
用
型
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会（
委
員
長
：
上
田
　
真
）は
、
３

月
13
日（
水
）〜
14
日（
木
）、
小
松
空
港
内
に
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
開
拓
す
る
た
め
遠
東
百
貨
店（
台
湾
）と
の
個
別
商
談

会
・
北
陸
物
産
テ
ス
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
た
。

　
石
川・福
井
県
内
の
伝
統
工
芸
や
食
品
等
、36
社
が
商
談
会
に
参
加
。北
陸

物
産
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
12
社
が
出
展
し
、商
談・物
産
販
売
を
行
っ
た
。

同
商
談
会
は
、２
０
１
９
年
11
月
初
旬
、台
湾
台
中
の
遠
東
百
貨
店
に
て（
仮

称
）北
陸
物
産
展
へ
の
出
展
を
目
指
し
、各
企
業
が
商
品
を
売
り
込
ん
だ
。

　
ま
た
、北
陸
物
産
テ
ス
ト
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
は
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、石
川・福
井
県
内
の
企
業
が
同
空
港
内
に
て
物
産
展
を
行
っ
た
。

　
遠
東
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
は「
北
陸
に
は
、魅
力
的
な
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

る
。台
湾
で
人
気
が
出
る
商
品
も
多
い
。秋
の
物
産
展
が
楽
し
み
だ
」と
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。商
談
会・物
産
展
出
展
企
業
か
ら
は「
台
湾
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。今
後
海
外
進
出
を
視
野
に
入
れ
て

行
き
た
い
」と
今
後
の
事
業
展
開
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

3/8・93/8・9

全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎
に
集
う

　
本
所
青
年
部（
会
長
：
前
口
　
剛
）は
、
宮
崎
県
で
開
催

さ
れ
た
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
38
回
全
国
大
会
日

本
の
ひ
な
た
み
や
ざ
き
大
会
に
５
名
が
参
加
し
た
。

　
本
大
会
は
、大
会
コ
ン
セ
プ
ト
に「
未
来
を
襷
に
込
め
て
」を
掲
げ

て
開
催
、６
，７
４
４
名
の
参
加
登
録
が
あ
り
、開
催
期
間
中
、全
国

各
地
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
宮
崎
市
に
集
っ
た
。

　
８
日
に
は
、
会
員
総
会
や
大
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
９
日
の
記
念

式
典
で
は
内
田
茂
伸
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
の
挨
拶
の
後
、
三
村
明
夫

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
が
挨
拶
し
、
日

本
経
済
や
地
域
社
会
に
あ
る
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活

動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　
記
念
式
典
に
続
き
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
各
委
員
会
事
業
の
報
告
・
発

表
、
明
治
大
学
教
授
の
齋
藤
孝
氏
を
招
い
て
の
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。
次
年
度
の
全
国
大
会
は
、
２
月
20
〜
22
日
に
静
岡
県
沼
津

市
で
開
催
さ
れ
る
。

青年部

3/93/9

高
校
生
20
名
が
会
社
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加

　
本
所
で
は
、
４
事
業
所
を
見
学
す
る
会
社
見
学
ツ
ア
ー

を
開
催
し
、
小
松
商
業
高
等
学
校
と
大
聖
寺
実
業
高
等

学
校
の
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
約
20
名
が
参
加
し
た
。

　
会
社
見
学
ツ
ア
ー
は
①
㈱
北
研
精
機
　
②
ニ
シ・ウ
エ
ル
ネ
ス
㈱

　
③
㈱
板
尾
鉄
工
所
　
④
帝
人
加
工
糸
㈱
の
４
事
業
所
を
順
番
に

見
学
し
た
。各
事
業
所
で
は
、事
業
所
の
紹
介
や
業
界
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、製
造
現
場
や
介
護
施
設
の
現
場
な
ど
実
際
の
仕

事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。見
学
後
の

質
疑
応
答
で
は
、生
徒
達
か
ら
積
極
的
に
質
問
が
あ
り
、事
業
所
の

担
当
者
か
ら
親
切
な
応
答
を
受
け
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、「
小
さ
な
会
社
の
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
に
ひ
か
れ
ま
し
た
。」「
女
性
の
多
い
職
場
で
親
し
み
や
す
か
っ

た
。」「
実
際
の
現
場
を
見
て
ど
ん
な
仕
事
な
の
で
実
感
で
き
た
」な

ど
見
学
し
て
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
仕
事
や
会
社
の
こ
と
に
つ

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

会社見学ツアー

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か
ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研

修
会
ま
で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
会
議
室
を
ご
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
・
日
・
祝 

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

●
休
館
日
　
年
末
年
始（
12
／
29
〜
１
／
３
）

　※

そ
の
他
休
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

●
施
設
案
内
　
大
小
会
議
室
、研
修
室
11
室
、駐
車
場
80
台
、冷
暖
房

完
備

●
料
金
・
申
し
込
み
　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
駐
車
場
に
つ
い
て（
ご
協
力
の
お
願
い
）　
当
施
設
の
駐
車
台
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
、
お
車
を
乗

り
合
わ
せ
て
の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

小松商工会議所 事業課 会館係 ☎0761-21-3121
ホームページ　小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.or.jp/

問　い
合わせ

小
松
商
工
会
議
所
会
館

＊
貸
会
議
室
の
ご
案
内
＊

3階　大ホール（301～303号室）3階　小会議室（305号室）

「
広
域
連
携
で
価
値
を
生
む

キ
ー
ワ
ー
ド
は『
三
方
よ
し
』」

　
滋
賀
県
東
近
江
市
の
八
日
市
本
町
商
店
街
の
一

角
に「
楓
江
庵（
ふ
う
こ
う
あ
ん
）」と
い
う
海
鮮
居

酒
屋
が
あ
り
ま
す
。新
鮮
な
サ
バ
や
伊
勢
エ
ビ
、貝

な
ど
の
魚
介
類
と
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
が

人
気
を
呼
び
、連
日
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
居
酒
屋
は
、東
近
江
市
と
隣
接
す
る
三
重
県

南
伊
勢
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
商
社
が
連
携
し
て

企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
南
伊
勢
町
は
そ
の
名
の
通
り
伊
勢
神
宮
が
あ
る

伊
勢
半
島
の
南
に
位
置
し
た
漁
業
と
農
業
を
中
心

と
す
る
人
口
１
万
５
０
０
０
人
ほ
ど
の
ま
ち
で
す
。

日
本
有
数
の
サ
バ
の
水
揚
げ
を
誇
る
漁
港
が
あ
り
、

タ
イ
や
マ
グ
ロ
、小
ぶ
り
の
ホ
タ
テ
の
よ
う
な
ヒ
オ

ウ
ギ
貝
な
ど
の
養
殖
も
盛
ん
で
す
。

　
一
方
の
東
近
江
市
は
、琵
琶
湖
の
南
岸
に
位
置
し
、

京
都
ま
で
電
車
で
１
時
間
程
度
と
い
う
利
便
性
か

ら
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
徐
々
に
増
え
続
け

て
い
る
地
域
で
す
。ま
た
、近
畿
地
方
で
最
も
耕
作

地
の
面
積
が
大
き
い
農
業
の
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　
東
近
江
市
と
南
伊
勢
町
は
車
で
２
時
間
強
の
距

離
で
す
が
、行
政
区
分
は
滋
賀
県
と
三
重
県
の
二
つ

に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。楓
江
庵
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
い
わ
ゆ
る
広
域
連
携
の
事
業
で
す
。人
口
が
増

え
て
い
る〝
海
な
し
県
〞の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
、近
く

の
漁
港
の
ま
ち
か
ら
新
鮮
な
魚
介
類
を
運
び
、単
に

消
費
地
に
卸
売
り
す
る
だ
け
で
な
く
、付
加
価
値

を
高
め
て
販
売
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
。実
は
、

楓
江
庵
で
提
供
さ
れ
る
サ
バ
ず
し
や
シ
メ
サ
バ
、ア

ジ
フ
ラ
イ
な
ど
の
加
工
は
南
伊
勢
町
に
つ
く
ら
れ

た
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、南
伊
勢
町
に
も
新
た
な
雇
用
を
創
出

す
る
事
業
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
東
近
江
市
の
楓
江
庵
で
も
居
酒
屋
の
業
務
と
し

て
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
し
、シ
ャ
ッ
タ

ー
が
目
立
つ
商
店
街
に
新
し
い
名
物
店
舗
が
誕
生

す
る
こ
と
で
、ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
に
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。海
な
し
県
に
あ
り
な
が
ら
、漁
港
に
直
結
し

た
お
店
で
新
鮮
な
魚
介
料
理
と
地
元
の
野
菜
料
理

が
食
べ
ら
れ
、消
費
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
事
例
に
は
広
域
連
携
事
業
で
必
要
な
、そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
、そ
れ
ぞ
れ
に
ビ

ジ
ネ
ス
と
新
た
な
雇
用
を
創
出
す
る
と
い
う
要
素

が
全
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。何
よ
り
も
こ
の
モ
デ
ル

が
持
続
す
る
た
め
に
必
要
な「
消
費
者
の
満
足
」を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
実
は
楓
江
庵
の
事
業
に
入
る
前
に
、南
伊
勢
町

の
地
域
商
社・み
な
み
い
せ
商
会
は
行
政
と
連
携
し

て
、自
分
た
ち
が
提
供
で
き
る
魚
介
の
種
類
と
価
格

を
こ
の
地
域
の
消
費
者
が
本
当
に
支
持
し
て
く
れ

る
の
か
時
間
を
か
け
て
検
証
し
て
い
ま
す
。シ
ョッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
中
で
、一
時
的
に
お
店
を
何
度
も

出
店
し
、ど
の
よ
う
な
種
類
の
魚
介
に
人
気
が
集
ま

る
の
か
、ど
の
よ
う
な
加
工
を
す
れ
ば
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
の
か
を
調
べ
た
の
で
す
。そ
し
て
、地
域

の
消
費
者
の
食
の
嗜
好(

し
こ
う)

の
情
報
に
基
づ
い

て
、楓
江
庵
の
メ
ニ
ュ
ー
や
調
理
法
を
決
め
て
い
っ

た
の
で
す
。

　
全
国
各
地
で
広
域
連
携
の
試
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
れ
を
持
続
的
に
成
立
さ
せ
る
の
は
、消
費
者
の
満

足
で
あ
る
こ
と
を
楓
江
庵
の
事
例
は
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　
　
　
日
経
Ｂ
Ｐ
総
研
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
ラ
ボ

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

渡
辺
　和
博
／
わ
た
な
べ・か
ず
ひ
ろ

　
１
９
８
６
年
、筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
修
士
課
程
修
了
。

同
年
、日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、日
経
ト
レ
ン

デ
ィ
な
ど
経
営
分
野
、コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野
の
専
門
誌
編
集
部
を

経
て
現
職
。全
国
各
地
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た
め
の

講
演・コ
ン
サ
ル
を
実
施
。消
費
者
起
点
の
も
の
づ
く
り
を
テ
ー

マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
育
成
を
支
援
。著
書
に『
地
方
発

ヒ
ッ
ト
を
生
む
逆
算
発
想
の
も
の
づ
く
り
』。

◀　●　■

ト
レ
ン
ド
通
信

ト
レ
ン
ド
通
信

会員総会会場にて次年度開催地PR

質問する生徒製造現場で説明を受ける生徒達西正次会頭審議する常議員

２
０
１
９
年
度
に
向
け
て

事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
を
審
議

　
本
所
で
は
、正
副
会
頭・常
議
員・監
事
出
席
の
も
と
常

議
員
会
を
開
催
し
、２
０
１
９
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
の
本
所
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
目
的
と
し
た
前
年
度
事
業
を
継
続
し

つ
つ
も
新
規
事
業
と
し
て
、
外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設

置
や
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
と
い
っ
た
外
国
人
材
活
用
推
進
事

業
、
人
材
育
成
に
秀
で
て
い
る
企
業
を
表
彰
す
る
人
づ
く
り
企

業
表
彰
事
業
等
人
手
不
足
へ
の
対
応
事
業
を
推
進
し
て
ゆ
く
。

　
提
出
し
た
議
案
の
全
て
が
承
認
さ
れ
、
３
月
18
日
開
催
の
通

常
議
員
総
会
の
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
た
。

商談会の様子北陸物産アンテナショップの様子



会員事業所紹介

　
３
月
３
日（
日
）、
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ

ル
ズ
こ
ま
つ
に
て「
Ｗｏｍａｎ‘ｓ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
：
小
松
市
産
業

未
来
部
商
工
労
働
課
　
協
力
：
小

松
商
工
会
議
所
女
性
会
）が
開
催

さ
れ
、
当
会
か
ら
13
名
が
参
加
し
、

当
会
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
フ
ォ

ー
ラ
ム
参
加
者
へ
当
会
の
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
女
性
経
営
者
の
箔
一

浅
野
会
長
、
森
八
中
宮
女
将
、

ま
か
な
い
こ
す
め
立
川
社
長
、

ア
リ
ス
学
園
竹
澤
理
事
長
の
４

名
が
自
身
の
成
功
の
秘
訣
や
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
紹
介
さ
れ
、
ジ
ー
ア

ン
ド
エ
ス
萩
原
社
長
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
最
初

に
各
30
分
の
講
話
が
あ
り
、
そ

の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

そ
れ
ぞ
れ
が
答
え
ら
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
者
か
ら
仕
事
と
家
事
の

両
立
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
る
な

ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
方
法

等
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
た
。

　
当
会
で
は
会
場
内
に
小
松
商
工

会
議
所
女
性
会
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
写
真
展
示
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
へ

紹
介
し
た
。

華
つ
う
し
ん
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美
し
さ
に
磨
き
を
掛
け
女
子
力
を
上
げ
る
ヘ
ア
ケ
ア
サ
ロ
ン
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 園ビル1F
◆ＴＥＬ 0761-21-5537（予約制）
 LINEID：fopa5537でも

予約OK
◆営業時間 9：00open～19：00close
◆定休日 毎週月曜日
 毎月第1／第3日曜日
◆駐車場 店舗正面にあり

代表者　松見　紗里

フォーラルＭ-２ 園町店

パネルディスカッション 女性経営者4人による基調講話

女
性
会

　
昨
年
３
月
に
ヘ
ア
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ

　
２
グ
ル
ー
プ
の
新
店
舗
と
し
て「
フ
ォ

ー
ラ
ル
Ｍ
　
２
園
町
店
」が
オ
ー
プ
ン
し

た
。「
ヘ
ア
ケ
ア
を
大
切
に
取
り
組
む
本

格
的
サ
ロ
ン
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
最
新

の
機
器
と
こ
れ
ま
で
磨
き
上
げ
て
き
た

確
か
な
技
術
で
も
っ
て
多
く
の
ユ
ー
ザ

ー
に
安
心
と
満
足
を
与
え
て
い
る
。

　
本
来
の
美
容
室
の
域
を
超
え
、
ヘ
ア

ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
エ
ス
テ
、

ネ
イ
ル
な
ど
根
本
的
な
ト
ー
タ
ル
の
美

し
さ
を
追
求
し
て
お
り
、
本
当
の
美
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
新
成
人
の
門
出
で
は
成
人
式
振
袖
や

メ
ン
ズ
袴
・
羽
織
の
レ
ン
タ
ル
か
ら
着

付
け
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
ま
で
お
得
な
パ
ッ
ク

も
設
定
さ
れ
、
花
嫁
様
に
は
最
高
の
晴

れ
の
日
の
た
め
に
顔
・
デ
コ
ル
テ
専
用

の
リ
フ
ァ
サ
ロ
ン
モ
デ
ル
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
繊
細
な
感
性
と
先
進
の
科

学
技
術
が
融
合
し
た
ミ
ル
ボ
ン
の
ヘ
ア

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

爪
が
割
れ
や
す
い
方
に
お

勧
め
の
シ
ェ
ラ
ッ
ク
の
ネ
イ

ル
も
好
評
だ
。
そ
の
ほ
か

ま
つ
毛
の
負
担
が
少
な
く

洗
顔
後
も
持
続
す
る
マ
ツ

エ
ク
や
お
顔
の
エ
ス
テ
で

世
界
的
歌
手
マ
ド
ン
ナ
と

の
共
同
開
発
で
生
ま
れ
た

Ｍ
Ｄ
Ｎ
Ａ
ス
キ
ン
の
体
験

を
は
じ
め
毛
穴
の
皮
脂
汚

れ
や
産
毛
の
脱
毛
・
古
い
角
質
の
除
去

な
ど
松
ヤ
ニ
温
パ
ッ
ク
も
大
変
人
気
だ
。

　
当
店
は
北
陸
で
は
数
少
な
い
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
認
定
店
で
資
格
を
取
得
し
た
専

任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
美
し
く
あ
り
た
い

と
願
う
多
く
の
女
性
の
た
め
に
、
親
切

で
愛
情
の
こ
も
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

心
が
け
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

女
性
経
営
者
４
人
が
語
る
成
功
の
ひ
け
つ
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小松基地空上げ提供店舗募集!!（随時）小松基地空上げ提供店舗募集!!（随時）

◆お問い合わせ 小松基地空上げ普及会議
 URL  https://komakara.com/

地元小松市の新名物として定着しつつある 「小松基地空上げ（からあげ）」
小松市内での提供店舗を随時募集しております。 ご興味ある方はぜひ！

小松商工会議所女性会の活動をフォーラム参加者へPR



会員事業所紹介

　
３
月
３
日（
日
）、
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ

ル
ズ
こ
ま
つ
に
て「
Ｗｏｍａｎ‘ｓ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
：
小
松
市
産
業

未
来
部
商
工
労
働
課
　
協
力
：
小

松
商
工
会
議
所
女
性
会
）が
開
催

さ
れ
、
当
会
か
ら
13
名
が
参
加
し
、

当
会
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
フ
ォ

ー
ラ
ム
参
加
者
へ
当
会
の
活
動
を

Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
女
性
経
営
者
の
箔
一

浅
野
会
長
、
森
八
中
宮
女
将
、

ま
か
な
い
こ
す
め
立
川
社
長
、

ア
リ
ス
学
園
竹
澤
理
事
長
の
４

名
が
自
身
の
成
功
の
秘
訣
や
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
で
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
紹
介
さ
れ
、
ジ
ー
ア

ン
ド
エ
ス
萩
原
社
長
が
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
最
初

に
各
30
分
の
講
話
が
あ
り
、
そ

の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

そ
れ
ぞ
れ
が
答
え
ら
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
参
加
者
か
ら
仕
事
と
家
事
の

両
立
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
る
な

ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
悩
み
や
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
方
法

等
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
た
。

　
当
会
で
は
会
場
内
に
小
松
商
工

会
議
所
女
性
会
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す

る
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
写
真
展
示
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
へ

紹
介
し
た
。

華
つ
う
し
ん

No.243

13 小松商工会議所［2019.4］ 12

美
し
さ
に
磨
き
を
掛
け
女
子
力
を
上
げ
る
ヘ
ア
ケ
ア
サ
ロ
ン

◆創　業 平成30年4月
◆所在地 小松市園町ホ118‐1
 園ビル1F
◆ＴＥＬ 0761-21-5537（予約制）
 LINEID：fopa5537でも

予約OK
◆営業時間 9：00open～19：00close
◆定休日 毎週月曜日
 毎月第1／第3日曜日
◆駐車場 店舗正面にあり

代表者　松見　紗里

フォーラルＭ-２ 園町店

パネルディスカッション 女性経営者4人による基調講話

女
性
会

　
昨
年
３
月
に
ヘ
ア
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ

　
２
グ
ル
ー
プ
の
新
店
舗
と
し
て「
フ
ォ

ー
ラ
ル
Ｍ
　
２
園
町
店
」が
オ
ー
プ
ン
し

た
。「
ヘ
ア
ケ
ア
を
大
切
に
取
り
組
む
本

格
的
サ
ロ
ン
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
最
新

の
機
器
と
こ
れ
ま
で
磨
き
上
げ
て
き
た

確
か
な
技
術
で
も
っ
て
多
く
の
ユ
ー
ザ

ー
に
安
心
と
満
足
を
与
え
て
い
る
。

　
本
来
の
美
容
室
の
域
を
超
え
、
ヘ
ア

ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
み
な
ら
ず
、
エ
ス
テ
、

ネ
イ
ル
な
ど
根
本
的
な
ト
ー
タ
ル
の
美

し
さ
を
追
求
し
て
お
り
、
本
当
の
美
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
新
成
人
の
門
出
で
は
成
人
式
振
袖
や

メ
ン
ズ
袴
・
羽
織
の
レ
ン
タ
ル
か
ら
着

付
け
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
ま
で
お
得
な
パ
ッ
ク

も
設
定
さ
れ
、
花
嫁
様
に
は
最
高
の
晴

れ
の
日
の
た
め
に
顔
・
デ
コ
ル
テ
専
用

の
リ
フ
ァ
サ
ロ
ン
モ
デ
ル
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
繊
細
な
感
性
と
先
進
の
科

学
技
術
が
融
合
し
た
ミ
ル
ボ
ン
の
ヘ
ア

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

爪
が
割
れ
や
す
い
方
に
お

勧
め
の
シ
ェ
ラ
ッ
ク
の
ネ
イ

ル
も
好
評
だ
。
そ
の
ほ
か

ま
つ
毛
の
負
担
が
少
な
く

洗
顔
後
も
持
続
す
る
マ
ツ

エ
ク
や
お
顔
の
エ
ス
テ
で

世
界
的
歌
手
マ
ド
ン
ナ
と

の
共
同
開
発
で
生
ま
れ
た

Ｍ
Ｄ
Ｎ
Ａ
ス
キ
ン
の
体
験

を
は
じ
め
毛
穴
の
皮
脂
汚

れ
や
産
毛
の
脱
毛
・
古
い
角
質
の
除
去

な
ど
松
ヤ
ニ
温
パ
ッ
ク
も
大
変
人
気
だ
。

　
当
店
は
北
陸
で
は
数
少
な
い
フ
ォ
ン

テ
ー
ヌ
認
定
店
で
資
格
を
取
得
し
た
専

任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
美
し
く
あ
り
た
い

と
願
う
多
く
の
女
性
の
た
め
に
、
親
切

で
愛
情
の
こ
も
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

心
が
け
て
い
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
け
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

女
性
経
営
者
４
人
が
語
る
成
功
の
ひ
け
つ

白江 N

至
小
松
市
役
所

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

305

粟津 ←

能美市↑

平和堂●

小松郵便局●

ブック●
オフ　

小松
消防署
●

セレモニーホール
大光
●

園町

園町北

上小松

小
寺
町

★
Forall
M-2

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
  

 
 

 
 

 
 

小松基地空上げ提供店舗募集!!（随時）小松基地空上げ提供店舗募集!!（随時）

◆お問い合わせ 小松基地空上げ普及会議
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地元小松市の新名物として定着しつつある 「小松基地空上げ（からあげ）」
小松市内での提供店舗を随時募集しております。 ご興味ある方はぜひ！
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2019年度  小松商工会議所各種検定試験  日程表
東
京
商
工
会
議
所
検
定
試
験

検　定　名 級 試験日 申込登録期間 合格発表 受験料（税込）

福祉住環境 
コーディネーター

第42回 2・3級 7月7日（日） 個人: 4月23日（火）〜5月24日（金）
団体: 4月23日（火）〜5月22日（水） 8月9日（金） 2級：6,480円

3級：4,320円

第43回 2・3級 11月24日（日） 個人: 9月10日（火）〜10月11日（金）
団体: 9月10日（火）〜10月9日（水）

2020年
1月6日（月）

2級：6,600円
3級：4,400円

環境社会検定 
【ECO検定】 

第26回 - 7月21日（日） 個人: 5月7日（火）〜6月7日（金）
団体: 5月7日（火）〜6月5日（水） 8月23日（金） 5,400円

第27回 - 12月15日（日） 個人: 10月1日（火）〜11月1日（金）
団体: 10月1日（火）〜10月30日（水）

2020年
1月24日（金） 5,500円

★東商検定のお申込みは東商検定センター☎03-3989-0777または、https://www.kentei.org/から直接お申込み下さい。

日
本
商
工
会
議
所
検
定
試
験

検　定　名 級 試験日 申込期間 合格発表 受験料（税込）

簿　　記

第
152回

1級
6月9日（日） 4月8日（月）〜5月17日（金）

8月上旬 1級：7,710円
2級：4,630円
3級：2,800円2・3級 6月24日（月）

第
153回

1級
11月17日（日） 10月1日（火）〜10月25日（金）

2020年
1月中旬 1級：7,850円

2級：4,720円
3級：2,850円

2・3級 12月2日（月）
第

154回 2・3級 2020年
2月23日（日）

12月16日（月）〜
2020年1月24日（金）

2020年
3月9日（月）

リテール
マーケティング 

(販売士)

第84回 2・3級 7月13日（土） 5月13日（月）〜6月21日（金） 8月2日（金） 2級：5,660円
3級：4,120円

第85回 2・3級 2020年
2月19日（水）

12月16日（月）〜
2020年1月24日（金）

2020年
3月11日（水）

2級：5,770円
3級：4,200円

★簿記検定・リテールマーケティング（販売士）検定はインターネット申込もできます。
　詳細は小松商工会議所ホームページにて。（https://komatsu-cci.or.jp/)

珠　　算
（そろばん）

第
216回 1〜6級 6月23日（日） 4月15日（月）〜5月22日（水）

1級： 2,300円 
2級： 1,700円 
3級： 1,500円 
4〜6級： 1,000円

第
217回 1〜6級 10月27日（日） 8月19日（月）〜9月25日（水） 1級： 2,340円 

2級： 1,730円 
3級： 1,530円 
4〜6級： 1,020円

第
218回 1〜6級 2020年

2月9日（日）
12月2日（月）〜

2020年1月8日（水）

日商PC検定 
（文章作成） 

（データ活用） 
★日商ネット試験★

1級
10月6日(日)

各試験会場による

☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

【4〜9月】
1級： 10,290円 
2級： 7,200円 
3級： 5,140円 
Basic: 4,120円

【10〜3月】
1級： 10,480円 
2級： 7,330円 
3級： 5,240円 
Basic: 4,200円

2020年
2月16日(日)

2級 各試験会場による
3級 各試験会場による

Basic 各試験会場による

簿記初級 
★日商ネット試験★ 初級 各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に

　直接お申込みください。

【4〜9月】
2,160円

【10〜3月】
2,200円

原価計算初級 
★日商ネット試験★ 初級 各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に

　直接お申込みください。

【4〜9月】
2,160円

【10〜3月】
2,200円

日商プログラミング
（NEW) 

★日商ネット試験★

EXPERT
STANDARD
BASIC
ENTRY

各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

【4〜9月】
STANDARD： 5,400円 
Basic: 4,320円
ENTRY: 3,240円

【10〜3月】
EXPERT: 6,600円
STANDARD： 5,500円 
Basic: 4,400円
ENTRY: 3,300円

☆【日商ネット試験】日商PC・簿記初級･原価計算初級・日商プログラミング（NEW）会場☆
㈲ドリームカレッジ　〒923-0043 小松市一針町ホ47番地  TEL 0761-21-8700  http://www.dream-college.com

【お問合せ先】
小松商工会議所　事業課　石川県小松市園町二１　TEL 0761-21-3121　FAX 0761-21-3120


